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会社の新株予約権等に関する事項
１．当事業年度末日において当社役員が保有している新株予約権の状況

（2019年３月31日現在）
第 １ 回 株 式 報 酬 型
ス ト ッ ク オ プ シ ョ ン

第 ２ 回 株 式 報 酬 型
ス ト ッ ク オ プ シ ョ ン

発 行 決 議 日 2004年 6 月29日 2005年 6 月29日
発 行 日 2004年 6 月30日 2005年 6 月30日
残 高 852個 180個

う ち 当 社 取 締 役
( 社 外 取 締 役 を
除 く ) の 保 有 状 況

798個(４人) 160個(４人)

う ち 当 社 社 外 取 締 役 の
保 有 状 況 ― ―
う ち 当 社 監 査 役
( 社 外 監 査 役 を
除 く ) の 保 有 状 況

54個(１人) 20個(１人)

う ち 当 社 社 外 監 査 役 の
保 有 状 況 ― ―

目 的 と な る 株 式 の
種 類 お よ び 数

当社普通株式852,000株
(新株予約権１個につき1,000株)

当社普通株式90,000株
(新株予約権１個につき500株)

行 使 に 際 し て 出 資
さ れ る 金 銭 の 額

1,000円
(新株予約権１個当たり)

500円
(新株予約権１個当たり)

行 使 期 間 2004年 7 月 1 日から
2034年 6 月30日まで

2005年 7 月 1 日から
2035年 6 月30日まで

２．当事業年度中に当社使用人等に対して交付した新株予約権の状況
　　該当事項はありません。
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３．その他新株予約権等に関する重要な事項
　2018年11月28日開催の取締役会決議に基づき発行された2023年満期ユーロ円建転換
社債型新株予約権付社債に付された新株予約権の状況

（2019年３月31日現在）
社 債 の 総 額 110億円

発 行 日 2018年12月14日（ロンドン時間）

社債に付された新株予約権の総数 1,100個

新株予約権の目的となる株式の種類 当社普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 行 使 請 求 に 係 る 社 債 の 額 面 金 額 の
総 額 を 転 換 価 額 で 除 し た 数

転 換 価 額 3,082円
（ただし、一定の条件において適宜調整される。）

新 株 予 約 権 の 行 使 時 の 払 込 金 額 新株予約権と引換えに金銭の払込みを要しない

行 使 期 間 2018年12月28日から2023年11月30日まで
（ 行 使 請 求 受 付 場 所 現 地 時 間 ）

－ 2 －

会社の新株予約権等に関する事項



2019/05/28 14:05:04 / 18483260_株式会社ミロク情報サービス_招集通知（Ｆ）

業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況の概要
１．業務の適正を確保するための体制

当社は、会社法および会社法施行規則に基づき、取締役の職務の執行が法令および定款に
適合することを確保するための体制その他当社の業務ならびに当社およびその子会社（以下
「当社子会社」という）から成る企業集団（以下「当社グループ」という）の業務の適正を
確保するための体制（以下「内部統制」という）について基本方針を決定し、次のとおり定
めております。当社は、本基本方針および「MJSグループ倫理行動規範」に基づき、社会規
範、倫理および法令等を遵守して公正かつ適切な経営を実現してまいります。

⑴　当社および当社子会社の取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保す
るための体制
①　当社は、当社および当社子会社の取締役会において、それぞれの「取締役会規則」に

定める事項が漏れなく適時に付議され、これら議案の十分な審議を通じて適法性その他
の確認が適切になされる体制とする。

②　当社の取締役の職務執行の適法性確保および牽制機能の強化のために、常にそれぞれ
複数名の社外取締役および社外監査役が在籍する体制とする。

③　当社は、「MJSグループ内部通報規程」に基づく内部通報窓口を設置し、当社および
当社子会社の役員および使用人が、これを利用して当社および当社子会社の取締役の法
令および定款違反等を通報できる体制とする。

④　当社は、「反社会的勢力に対する基本方針」および「MJSグループ反社会的勢力対応
規程」等に基づき、当社および当社子会社の役員および使用人が反社会的勢力との関係
遮断および不当要求の拒絶等について外部機関と連携して組織的に対応できる体制とす
る。

⑵　当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
「文書管理規程」に従い、当社の取締役の職務執行に係る情報を以下の文書にて適切に

保存し、当社の取締役および監査役が常にこれらを閲覧できる体制とする。
①　株主総会議事録と関連資料
②　取締役会議事録と関連資料
③　当社の取締役が主催するその他の重要な会議の議事の経過の記録または指示事項と関

連資料
④　当社の取締役を決定者とする決定書類および附属書類
⑤　その他当社の取締役の職務の執行に関する重要な文書

－ 3 －
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⑶　当社子会社の取締役の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制
①　当社は、当社の関係会社管理部門が、当社子会社の代表取締役を招集する関係会社連

絡会議を定期的に開催し、当社子会社の取締役の職務の執行に係る事項の報告を受ける
体制とする。

②　当社は、「MJSグループ内部監査規程」に基づき、当社子会社各社の内部監査を実施
するに際し、当社子会社の取締役の職務の執行に係る事項の報告を受ける体制とする。

⑷　当社および当社子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための
体制
①　当社および当社子会社のそれぞれの取締役会が定める経営機構（組織）および職務分

掌に基づき、適正かつ効率的にそれぞれの代表取締役および各業務担当取締役に職務を
執行させる体制とする。

②　法令または当社および当社子会社の社内規定に定める職務権限および意思決定ルール
に基づき、適正かつ効率的に当社および当社子会社の代表取締役および各業務担当取締
役の職務執行が行われる体制とする。

③　当社の取締役の職務執行に係る個別経営課題を実務的な観点から網羅的かつ効率的に
協議、決定するために、当社の常勤取締役を主要メンバーとする経営会議を定期的に開
催する。

⑸　当社および当社子会社の使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保す
るための体制
①　社会規範、法令などの遵守義務を明記した「MJSグループ倫理行動規範」をイントラ

ネットに掲載し、当社および当社子会社のすべての使用人が閲覧可能な体制とする。
②　「MJSグループ倫理行動規範」の周知徹底を含む内部統制教育を定期的に実施し、当

社および当社子会社の使用人のコンプライアンス意識を高める体制とする。
③　「MJSグループ内部通報規程」に基づく内部通報窓口を設置し、これを利用して当社

および当社子会社の使用人の法令および定款違反等を通報できる体制とする。
④　法令ならびに当社および当社子会社の定款に適合した諸規定を定め、これら諸規定お

よびその下位文書に基づき当社および当社子会社の使用人が職務を執行する体制とする。
⑤　「MJSグループ内部監査規程」に基づく内部監査を定期的に実施して、当社および当

社子会社の使用人の職務の執行が法令、定款および諸規定に適合することを確認し、適
合しない場合はこれを指摘、是正させる体制とする。

－ 4 －
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⑹　当社および当社子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
①　当社は、「内部統制規程」のリスク管理方針に基づき、ERM（Enterprise Risk 

Management：統合リスク管理）を実施する。すなわち、当社および当社子会社全体の
潜在的なリスク要因を漏れなく認識してその発生を予防するとともに、顕在化した場合
の影響を極小化して速やかな復旧・回復ができるよう適切なリスク管理を行う。

②　災害、製品およびサービスの品質、情報セキュリティ、コンプライアンス、反社会的
勢力との取引等に係るリスクについて、当社および当社子会社の各担当部門が、規則・
ガイドラインの制定、研修の実施、マニュアルの作成、配布等を行う体制とする。

⑺　当社および当社子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
①　当社グループの業務の適正を確保するために必要な規定として、「MJSグループ倫理

行動規範」、「内部統制規程」、「MJSグループ内部通報規程」、「MJSグループハラ
スメント防止規程」、「MJSグループ反社会的勢力対応規程」等を定め、これらにより
企業集団における内部統制の強化を図る。また、これらの規定は当社および当社子会社
各社のイントラネットに掲載し、当社グループのすべての役員および使用人が閲覧可能
な体制とする。

②　当社の取締役および部門責任者は、当社各部門における業務の適正を確保する体制の
確立および運用について権限と責任を有し、当社子会社各社の代表取締役は、それぞれ
における業務の適正を確保する体制の確立および運用について権限と責任を有する体制
とする。

③　当社は、「関係会社管理規程」に基づき、関係会社管理部門を設置して、当社子会社
の自主性を尊重しつつ、その経営に関する統括的な管理を行う。また、当社の関係会社
管理部門は、当社子会社の代表取締役を招集する関係会社連絡会議を開催するに際し、
当社子会社に対して適切な内部統制システムの整備等を指導する体制とする。

④　当社は、「MJSグループ内部監査規程」に基づき、当社各部門および当社子会社各社
の内部監査を定期的に実施する体制とする。

⑻　当社の監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用
人に関する事項
　当社の監査役の職務を補助する使用人を配置する。

－ 5 －
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⑼　当社の監査役の職務を補助すべき使用人の当社の取締役からの独立性および当社の監査
役の当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項
①　当社の監査役の職務を補助する使用人は、補助業務遂行にあたって当社の監査役以外

からの指揮命令に服さないものとする。
②　当社の監査役の職務を補助する使用人の人事異動、人事考課および懲戒処分について

は、あらかじめ当社の監査役の同意を必要とする。

⑽　当社の取締役および使用人、ならびに、当社子会社の取締役、監査役および使用人また
はこれらの者から報告を受けた者が当社の監査役に報告をするための体制その他の当社の
監査役への報告に関する体制

当社は、当社の取締役および使用人、ならびに、当社子会社の取締役、監査役および使
用人またはこれらの者から報告を受けた者が、当社の監査役に対して、当社および当社グ
ループに著しい損害をおよぼすおそれのある事項ならびに重大な影響をおよぼす事項、内
部監査の実施状況、内部通報制度による通報状況およびその内容を速やかに報告する体制
を取るとともに、当社の内部監査部門、内部統制部門および経営企画部門の責任者は、当
社の監査役に対して定期的に担当部門の業務について報告する体制とする。

⑾　当社の監査役に報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けな
いことを確保するための体制

当社は、当社の監査役に報告を行った当社および当社子会社の役員および使用人（内部
通報制度の利用、内部監査の実施その他により、間接的に当社の監査役に報告を行うこと
となった者を含む。）を、当該報告をしたことを理由として不利に取扱うことを禁止し、
その旨を当社および当社子会社の役員および使用人に周知徹底する。

⑿　当社の監査役の職務の執行について生ずる費用の前払または償還の手続その他の当該職
務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項

当社の監査役がその職務の執行について当社に対して会社法第388条に基づく費用の前
払い等の請求をしたときは、担当部門において審議の上、当該請求に係る費用または債務
が当該監査役の職務の執行に必要でないことを当社が証明した場合を除き、速やかにこれ
に応じるものとする。

⒀　その他当社の監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
当社の監査役および監査役会は、当社の代表取締役および会計監査人とそれぞれ定期的

に意見交換会を開催し、監査の実効性を確保する体制とする。

－ 6 －
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２．業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

⑴　コンプライアンスについて
①　当社の取締役会は、社外取締役３名を含む取締役９名で構成され、当事業年度におい

て20回開催されました。取締役会は、「取締役会規則」に基づき、重要事項を審議し、
担当取締役等から業務執行について報告を受けています。

②　当社は、内部通報窓口を設置しており、また、取引先の属性調査および外部機関から
の情報収集等により反社会的勢力との関係遮断に努めております。それらの実績は内部
統制会議および取締役会に四半期毎に報告されています。

③　当社は、「MJSグループ倫理行動規範」、「MJSグループ内部者取引防止規程」およ
びガイドライン等に基づき、当社および子会社において、ハラスメント防止および不正
防止について教育研修を行いました。

④　当社の内部監査部門は、「MJSグループ内部監査規程」に基づき、当社部門の監査を
実施しています。

⑵　リスクマネジメントについて
当社は、「MJSグループリスク管理方針」に基づき、リスク管理会議を期初に開催し、

前期におけるリスク管理策の妥当性評価を行ったうえで当事業年度における当社および子
会社のリスクの認識、優先順位付与を行っています。同会議で決定されたリスク管理策の
運用状況について、四半期毎に内部統制会議で確認し、その議事を四半期毎に取締役会に
報告することで、継続的なモニタリングを行っています。

⑶　当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理について
当社は、法令および「文書管理規程」に従い、株主総会、取締役会および経営会議等の

議事録ならびに稟議書等の取締役の職務執行に係る情報を適切に保存し、取締役および監
査役が常にこれを閲覧できるよう適正に管理しています。

⑷　効率的な職務執行について
①　当社および子会社の代表取締役および各業務担当取締役は、「職務分掌・権限規程」

等の関連規定に基づき、中期経営計画および単年度目標の達成に向け、分担して職務を
執行しています。

②　当社は、経営会議を当事業年度において24回開催し、個別の経営課題を効率的に協
議・決定しました。

－ 7 －
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⑸　子会社管理について
①　当社は、子会社の代表取締役等を構成員とする関係会社連絡会議を当事業年度におい

て４回開催しました。関係会社連絡会議は、「関係会社管理規程」が定める子会社の重
要事項について審議し、職務執行について報告を受けています。

②　当社の関係会社管理部門は同規程に基づき子会社経営に関する統括的な管理を行い、
当社の内部監査部門は「MJSグループ内部監査規程」に基づき子会社に対する監査を実
施しています。

⑹　監査役監査について
①　当社の監査役会は、社外監査役２名を含む監査役３名で構成され、当事業年度におい

て14回開催されました。監査役は、「監査役会規則」、「監査役監査方針」および「監
査役監査計画」等に基づき取締役会・経営会議等の重要会議への出席、稟議書等の重要
な決裁文書の閲覧および内部監査室からの監査の結果に関する報告聴取等の方法で当社
および子会社の監査を実施しています。

②　当社は、監査役の職務補助に専従する使用人１名を監査役室に配置し、また監査役お
よび監査役会は代表取締役および会計監査人と定期的に意見交換することで、監査の実
効性を確保しています。

－ 8 －
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連結株主資本等変動計算書

(2018年 4 月 1 日から
2019年 3 月31日まで)

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株 主 資 本 合 計

当 期 首 残 高 3,198,380 3,006,660 12,096,375 △2,962,746 15,338,670

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △843,380 △843,380
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 3,730,903 3,730,903

自 己 株 式 の 取 得 △1,000,107 △1,000,107
非支配株主との取引に
係る親会社の持分変動 △347 △347
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 期 変 動 額 ( 純 額 )

当 期 変 動 額 合 計 － △347 2,887,522 △1,000,107 1,887,067

当 期 末 残 高 3,198,380 3,006,313 14,983,897 △3,962,853 17,225,737

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
新 株 予 約 権 非支配株主持分 純 資 産 合 計その他有価証券

評 価 差 額 金 繰延ヘッジ損益 為替換算調整勘定 そ の 他 の 包 括
利益累計額合計

当 期 首 残 高 914,834 △30 16,430 931,235 76 7,463 16,277,446

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △843,380
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 3,730,903

自 己 株 式 の 取 得 △1,000,107
非支配株主との取引に
係る親会社の持分変動 △347
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 期 変 動 額 ( 純 額 ) △96,390 30 △15,070 △111,430 － 5,407 △106,023

当 期 変 動 額 合 計 △96,390 30 △15,070 △111,430 － 5,407 1,781,043

当 期 末 残 高 818,444 － 1,360 819,804 76 12,871 18,058,490

－ 9 －
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連結注記表

Ⅰ．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記
１．連結の範囲に関する事項

連結子会社の数　　　９社
連結子会社の名称　：　株式会社エヌ・テー・シー

株式会社エム・エス・アイ
リード株式会社
株式会社MJS M&Aパートナーズ
クラウドインボイス株式会社
株式会社ビズオーシャン
株式会社MJS Finance ＆ Technology
Miroku Webcash International株式会社
株式会社アド・トップ

上記のうち、株式会社アド・トップは、当連結会計年度に株式を取得したため連
結の範囲に含めております。
また、株式会社エヌ・テー・シーは、当連結会計年度に株式会社グレートラボの
全株式を取得し連結の範囲に含めましたが、同社は、株式会社エヌ・テー・シー
を存続会社とする吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しておりま
す。

２．持分法の適用に関する事項
持分法適用の関連会社の数　　　２社
関連会社の名称　：　プライマル株式会社

株式会社韓国ＮＦＣ

持分法適用の関連会社のうち、決算日が連結決算日と異なる会社については、各
社の事業年度に係る計算書類を使用しております。

－ 10 －
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３．会計方針に関する事項
⑴　資産の評価基準及び評価方法

①有価証券
満期保有目的の債券･････償却原価法(定額法)
その他有価証券

時価のあるもの･･･････期末日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法により処
理し、売却原価は移動平均法により算定)

時価のないもの･･･････移動平均法による原価法
②デリバティブ

時価法
③たな卸資産

商品･････････････････総平均法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの
方法により算定)

仕掛品･･･････････････個別法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方
法により算定)

貯蔵品･･･････････････最終仕入原価法(貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法に
より算定)

⑵　固定資産の減価償却の方法
①有形固定資産･･･････････定率法によっております。
（リース資産を除く） なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の

基準によっております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物(建物
附属設備を除く)並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び
構築物については、定額法によっております。なお、取得価額10万円以上
20万円未満の少額減価償却資産については、３年間で均等償却する方法に
よっております。

②無形固定資産･･･････････定額法によっております。
（リース資産を除く） なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によって

おります。ただし、市場販売目的のソフトウェアについては残存有効期間に
基づく均等配分額と見込販売数量に基づく償却額とのいずれか大きい額を
計上しております。見込有効期間は主として２年(一部は５年)でありま
す。自社利用のソフトウェアについては、社内の利用可能期間(５年以内)に
基づく定額法によっております。

③リース資産･････････････所有権移転外ファイナンス･リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

④長期前払費用･･･････････定額法によっております。

－ 11 －
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⑶　引当金の計上基準
①貸倒引当金･････････････債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収
不能見込額を計上しております。

②賞与引当金･････････････従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上
しております。

③返品調整引当金･････････量販店向けパッケージ・ソフトウェア製品の返品による損失に備えるため、
返品損失見込額を計上しております。

⑷　重要な収益及び費用の計上基準
受注制作のソフトウェアに係る売上高及び売上原価の計上基準

①当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる開発
進行基準（開発の進捗率の見積りは原価比例法）

②その他の開発
完成基準

⑸　その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項
①繰延資産の処理方法

社債発行費･･･････社債償還期間（５年間）にわたり均等償却しております。
②ヘッジ会計の方法

イ．ヘッジ会計の方法･･････繰延ヘッジ処理によっております。
ロ．ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段････････････デリバティブ取引（金利スワップ）
ヘッジ対象････････････借入金金利

ハ．ヘッジ方針
現在、借入金に係る変動金利を固定金利に変換する目的のもののみを利用しており、個別借入金
に対応して、都度、決裁、承認を経て管理しております。

ニ．ヘッジの有効性評価の方法
特例処理の要件を満たしている金利スワップについてはヘッジの有効性評価を省略しております。

③退職給付に係る会計処理の方法
一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合
要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

④のれんの償却方法及び償却期間
のれんの償却については、５年間の定額法により償却を行っております。

⑤消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

⑥記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

－ 12 －
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Ⅱ．会計方針の変更
(従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い等の適用）

「従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い」（実務対応報告
第36号　平成30年１月12日。以下「実務対応報告第36号」という。）等を2018年４月１日以後適用し、
従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引については、「ストック・オプション
等に関する会計基準」（企業会計基準第８号　平成17年12月27日）等に準拠した会計処理を行うことと
いたしました。

ただし、実務対応報告第36号の適用については、実務対応報告第36号第10項（３）に定める経過的な
取扱いに従っており、実務対応報告第36号の適用日より前に従業員等に対して権利確定条件付き有償新株
予約権を付与した取引については、従来採用していた会計処理を継続しております。

Ⅲ．表示方法の変更
（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）を当連結
会計年度の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固
定負債の区分に表示しております。

（連結損益計算書）
１．前連結会計年度まで「営業外収益」の「その他」に含めて表示しておりました「受取保険金」は、金

額的重要性が増したため、当連結会計年度より区分掲記しております。なお、前連結会計年度の「受取
保険金」は12,180千円であります。

２．前連結会計年度まで区分掲記しておりました「営業外収益」の「保険解約返戻金」（当連結会計年度
は8,000千円）は、金額的重要性が乏しくなったため、当連結会計年度において「営業外収益」の「そ
の他」に含めて表示しております。

３．前連結会計年度まで区分掲記しておりました「営業外費用」の「支払手数料」（当連結会計年度は
5,426千円）は、金額的重要性が乏しくなったため、当連結会計年度において「営業外費用」の「その
他」に含めて表示しております。

４．前連結会計年度まで区分掲記しておりました「特別損失」の「固定資産除却損」（当連結会計年度は
4,412千円）は、金額的重要性が乏しくなったため、当連結会計年度において「特別損失」の「その他」
に含めて表示しております。

－ 13 －
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Ⅳ．連結貸借対照表に関する注記
有形固定資産の減価償却累計額 2,710,587千円

Ⅴ．連結株主資本等変動計算書に関する注記
１．当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数

普通株式 34,806,286株
２．配当に関する事項

⑴　配当金支払額

決　議 株式の種類 配 当 金 の 総 額
（千円）

１株当たり配当額
（円） 基準日 効力発生日

2018年６月28日
定時株主総会 普通株式 843,380 27 2018年３月31日 2018年６月29日

⑵　当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議予定 株式の種類 配当金の総額
（千円） 配当の原資 １株当たり配当額

（円） 基準日 効力発生日

2019年６月27日
定時株主総会 普通株式 1,049,674 利益剰余金 34 2019年３月31日 2019年６月28日

３．当連結会計年度末の新株予約権の目的となる株式の種類及び数
ストックオプションとしての新株予約権
2023年満期ユーロ円建転換社債型新株予約権付社債

普通株式
普通株式

951,000株
3,569,110株

－ 14 －
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Ⅵ．金融商品に関する注記
１．金融商品の状況に関する事項

当社グループは、必要な運転資金及び開発資金を、銀行借入及び転換社債型新株予約権付社債の発行に
より調達し、一時的な余資は安全性の高い金融資産で運用しております。デリバティブ取引は銀行より借
入時、金利変動のリスクヘッジを図るためにのみ行い、投機的な取引は行わない方針であります。

営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客及び取引先の信用リスクに晒されておりますが、当該リス
クに関しては、当社グループ各社における与信管理等を定めた社内規定に従い、相手先ごとの期日管理及
び残高管理を行っております。有価証券及び投資有価証券は、満期保有目的の債券及びその他有価証券で
あります。満期保有目的の債券は元本保証の安全性の高い債券であり、その他有価証券は市場価格の変動
リスクに晒されておりますが、定期的に時価を把握し、リスク軽減に努めております。

短期借入金、長期借入金及び転換社債型新株予約権付社債は、運転資金及び開発資金の充足を図るため
の調達であります。なお、一部の借入金は変動金利で実施しており、その支払金利の変動リスクを回避す
るために、金利スワップ取引をヘッジ手段として利用しております。デリバティブ取引は、金利スワップ
取引のみとし、信用度の高い国内銀行とのみ行っております。

２．金融商品の時価等に関する事項
（単位：千円）

連結貸借対照表計上額 時 価 差 額
⑴ 現 金 及 び 預 金 16,271,372 16,271,372 －
⑵ 受 取 手 形 及 び 売 掛 金 3,747,408 3,747,408 －
⑶ 有 価 証 券 及 び 投 資 有 価 証 券

① 満 期 保 有 目 的 の 債 券 400,000 406,327 6,327
② そ の 他 有 価 証 券 1,667,124 1,667,124 －

資 産 計 22,085,905 22,092,232 6,327
⑴ 買 掛 金 1,324,592 1,324,592 －
⑵ 短 期 借 入 金 550,000 550,000 －
⑶ 未 払 金 810,799 810,799 －
⑷ 未 払 費 用 297,314 297,314 －
⑸ 未 払 法 人 税 等 1,275,818 1,275,818 －
⑹ 長 期 借 入 金 2,094,500 2,098,331 3,831
⑺ 転 換 社 債 型 新 株 予 約 権 付 社 債 11,051,333 11,907,500 856,166

負 債 計 17,404,358 18,264,356 859,997
デ リ バ テ ィ ブ 取 引 ( ＊ )
① ヘ ッ ジ 会 計 が 適 用 さ れ て い な い も の － － －
② ヘ ッ ジ 会 計 が 適 用 さ れ て い る も の － － －

デ リ バ テ ィ ブ 取 引 計 － － －

（＊）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項
目については（ ）で表示しております。

－ 15 －

連結注記表
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（注）１．金融商品の時価の算定方法及びデリバティブ取引に関する事項
資産

⑴　現金及び預金、⑵　受取手形及び売掛金
　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に
よっております。

⑶　有価証券及び投資有価証券
　株式の時価につきましては、取引所価格によっており、債券につきましては、取引金融機関
から提示された価格によっております。

負債
⑴　買掛金、⑵　短期借入金、⑶　未払金、⑷　未払費用、⑸　未払法人税等

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に
よっております。

⑹　長期借入金
　長期借入金の時価は、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割
り引いて算出する方法によっております。

⑺　転換社債型新株予約権付社債
　転換社債型新株予約権付社債の時価は、取引金融機関から提示された価格によっております。
＊リース債務については、重要性が乏しいと認められるため、記載を省略しております。

デリバティブ取引
ヘッジ会計が適用されているもの
　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引について、ヘッジ会計の方法ごとの連結決算日
における契約額又は契約において定められた元本相当額等は、次のとおりであります。

（単位：千円）

ヘッジ会計の方法 デ リ バ テ ィ ブ
取 引 の 種 類 等 主なヘッジ対象

契 約 額 等
時 価 当 該 時 価 の

算 定 方 法う ち １ 年 超

原則的処理方法
金利スワップ取引
支 払 固 定
受 取 変 動

長 期 借 入 金 － － －
取引先金融機関か
ら提示された価格
等によっている。

合　　計 － － －

（注）２．非上場株式(連結貸借対照表計上額971,069千円)は市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを
見積もることができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、資産の⑶有価証券及
び投資有価証券には含めておりません。

Ⅶ．１株当たり情報に関する注記
１．１株当たりの純資産額 584円51銭
２．１株当たりの当期純利益 119円89銭

－ 16 －
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株主資本等変動計算書

(2018年 4 月 1 日から
2019年 3 月31日まで)

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自 己 株 式 株 主 資 本
合 計資 本 準 備 金 資 本 剰 余 金

合 計 利 益 準 備 金
そ の 他 利 益 剰 余 金 利 益 剰 余 金

合 計別 途 積 立 金 繰 越 利 益 剰 余 金

当 期 首 残 高 3,198,380 3,013,389 3,013,389 206,924 4,985,000 5,997,423 11,189,348 △2,962,746 14,438,371

当 期 変 動 額

別途積立金の積立 1,000,000 △1,000,000 － －

剰 余 金 の 配 当 △843,380 △843,380 △843,380

当 期 純 利 益 3,548,104 3,548,104 3,548,104

自 己 株 式 の 取 得 △1,000,107 △1,000,107
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 期 変 動 額 ( 純 額 )

当 期 変 動 額 合 計 － － － － 1,000,000 1,704,723 2,704,723 △1,000,107 1,704,616

当 期 末 残 高 3,198,380 3,013,389 3,013,389 206,924 5,985,000 7,702,147 13,894,072 △3,962,853 16,142,988

評 価 ・ 換 算 差 額 等
純 資 産 合 計そ の 他 有 価 証 券

評 価 差 額 金 繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

当 期 首 残 高 913,140 △30 913,110 15,351,482

当 期 変 動 額

別途積立金の積立 －

剰 余 金 の 配 当 △843,380

当 期 純 利 益 3,548,104

自 己 株 式 の 取 得 △1,000,107
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 期 変 動 額 ( 純 額 ) △95,899 30 △95,869 △95,869

当 期 変 動 額 合 計 △95,899 30 △95,869 1,608,746

当 期 末 残 高 817,240 － 817,240 16,960,228

－ 17 －
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個別注記表

Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記
１．資産の評価基準及び評価方法

⑴　有価証券
①満期保有目的の債券･･･････････････償却原価法（定額法）
②子会社株式及び関連会社株式･･･････移動平均法による原価法
③その他有価証券

時価のあるもの･･･････････････････期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入
法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

時価のないもの･･･････････････････移動平均法による原価法
⑵　デリバティブ

時価法
⑶　たな卸資産

商品･･･････････････････総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの
方法により算定）

仕掛品･････････････････個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方
法により算定）

貯蔵品･････････････････最終仕入原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法に
より算定）

２．固定資産の減価償却の方法
⑴　有形固定資産･･･････････定率法によっております。

（リース資産を除く）　　なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の
基準によっております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建
物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及
び構築物については、定額法によっております。なお、取得価額10万円以
上20万円未満の少額減価償却資産については、３年間で均等償却する方法
によっております。

⑵　無形固定資産･･･････････定額法によっております。
（リース資産を除く）　　なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によって

おります。ただし、市場販売目的のソフトウェアについては残存有効期間に
基づく均等配分額と見込販売数量に基づく償却額とのいずれか大きい額を
計上しております。見込有効期間は主として２年(一部は５年)であります。
自社利用のソフトウェアについては、社内の利用可能期間(５年以内)に基づ
く定額法によっております。

－ 18 －
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⑶　リース資産･････････････所有権移転外ファイナンス･リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

⑷　長期前払費用･･･････････定額法によっております。

３．引当金の計上基準
⑴　貸倒引当金･････････････債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収
不能見込額を計上しております。

⑵　賞与引当金･････････････従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上
しております。

⑶　返品調整引当金･････････量販店向けパッケージ・ソフトウェア製品の返品による損失に備えるため、
返品損失見込額を計上しております。

４．重要な収益及び費用の計上基準
受注制作のソフトウェアに係る売上高及び売上原価の計上基準

⑴　当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる開発
進行基準（開発の進捗率の見積りは原価比例法）

⑵　その他の開発
完成基準

５．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
⑴　繰延資産の処理方法

社債発行費･･･････社債償還期間（５年間）にわたり均等償却しております。
⑵　ヘッジ会計の方法

①ヘッジ会計の方法･･･････繰延ヘッジ処理によっております。
②ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段･････････････デリバティブ取引（金利スワップ）
ヘッジ対象･････････････借入金金利

③ヘッジ方針
現在、借入金に係る変動金利を固定金利に変換する目的のもののみを利用しており、個別借入金に対
応して、都度、決裁、承認を経て管理しております。

④ヘッジの有効性評価の方法
特例処理の要件を満たしている金利スワップについては、ヘッジの有効性評価を省略しております。

⑶　消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

⑷　記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

－ 19 －
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Ⅱ．表示方法の変更
（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）を当事業
年度の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負
債の区分に表示しております。

（損益計算書）
１．前事業年度まで「営業外収益」の「その他」に含めて表示しておりました「受取保険金」は、金額的

重要性が増したため、当事業年度より区分掲記しております。なお、前事業年度の「受取保険金」は
12,180千円であります。

２．前事業年度まで区分掲記しておりました「営業外収益」の「保険配当金」（当事業年度は15,581千
円）は、金額的重要性が乏しくなったため、当事業年度において「営業外収益」の「その他」に含めて
表示しております。

３．前事業年度まで区分掲記しておりました「特別損失」の「固定資産除却損」（当事業年度は492千円）
は、金額的重要性が乏しくなったため、当事業年度において「特別損失」の「その他」に含めて表示し
ております。

Ⅲ．貸借対照表に関する注記
１．有形固定資産の減価償却累計額 2,375,662千円
２．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務（区分表示したものを除く）

短期金銭債権 33,682千円
長期金銭債権 24,000千円
短期金銭債務 152,231千円

Ⅳ．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高の総額（区分表示したものを除く）

営業取引による取引高の総額 1,855,284千円
営業取引以外の取引による取引高の総額 104,142千円

Ⅴ．株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度末の自己株式の種類及び株式数

普通株式 3,933,510株

－ 20 －

個別注記表



2019/05/28 14:05:04 / 18483260_株式会社ミロク情報サービス_招集通知（Ｆ）

Ⅵ．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産
賞与引当金 232,836千円
未払法定福利費 34,956千円
未払事業税 74,042千円
貸倒引当金 2,793千円
返品調整引当金 11,906千円
会員権評価減 6,579千円
固定資産償却限度超過額 187,261千円
投資有価証券 190,426千円
関係会社株式 223,249千円
その他 101,728千円
繰延税金資産小計 1,065,781千円
評価性引当額 △438,198千円
繰延税金資産合計 627,582千円

繰延税金負債
その他有価証券評価差額金 △360,678千円
繰延税金負債合計 △360,678千円

繰延税金資産の純額 266,903千円

Ⅶ．１株当たり情報に関する注記
１．１株当たりの純資産額 549円36銭
２．１株当たりの当期純利益 114円02銭

－ 21 －
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